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水田での鱗翅目の卵寄生バチの活動　　主としてズイム

シアカタマゴバテとズイムシクロタマゴバチとについて※

大　竹　昭　郎 （応用昆虫学研究室）

　　　　　　　　　　　　　　　Ak1o　OTAKE

The　Act三vity　of　LePidopterous　Egg　Parasites　in　the　Rice　Fie1d，

　　　with　Specia1Reference　to　〃北肋g焔1鮒zoブ砂o妨脇〃2

　　　　　　　　　　　　and肋㈱㈱s6肋ψ6伽s．

　　　　　I　は　じ　め　に

　ニカメイチユウをはじめとして，イネを害する鱗翅目

の昆虫は数多くあるが，それらがいちじるしく増えるの

を抑える上で，それぞれのもつ天敵群は，かなり大きな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
役割牽演じているものと思われる。深谷（pp．8ト86）は

　　　　　　　　　　　　　　　　28）
エカメイチユウの天敵について，南川はフタ才ビコヤガ

の寄生バチについてのリストを挙げている。また，かつ

て　ニカメイチユウの生物的防除を果そうとして，何種

類かの卵寄生バチの生態が大がかりに誹究されたことも
　　　24）2う）32）14）3王）

あつた。

　わたく’しは，／955，ヅ56年の2隼間にわたり，松江市街

の周りに数ヶ所を選んで，水田の鱗翅目と，それらの卵

寄生バチとの関係を調査したので，ここにそのあらまし

を報告する。

　なわ，ここに掲げるデータのうち，！56隼の松江市生

馬の分は，島根農大学生船木諭，青野国彦両君と共に行

つた調蚕の一部である。また，東京農工大学農学部石井

悌教授には，寄生バチの同定をお願いしたし，京都大学

農学部内田俊郎教授，島根農大近木英哉助教授からは，

この論文をまとめる際に，いろいろと為になる助言をい

ただいた。以上の方々に厚く感謝したい。

　　　　　皿　調　査　方　法

　苗代および本田で，鱗翅目の卵の採集を行い，実験室

で色その他の性質を記録した後，ガラスチューブに入

れて幼虫のふ化・ハチの羽化を待つた。苗代の調査方法
　　　　　　　　29）
はすでに述べたが，本田もほ㌧これに準じ，1枚の閏の

申から何列かを選び，そこで見つけた鱗翅目の卵は全部

採集し1同時に調査株数をも記録した。調査した本田は，

ほとんどが正方形植えであるが，並木植の田も時たまあ

※　島根農大応用昆虫学研究室研究業績　第13号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※つた。調査した土地はゾ155年には松江市乃木、川津，。
　ホツキ

法吉，’56年には松江市乃木，川津，生馬である　（ただ

　し，／956年6乃木では，8月／0日前後にBHCを用いて集団

防除が行われたので，その後の調査は行わなかつた）。

　採集した卵の種類は，ニカメイガC”0吻〃ダ郷必

WALKER　イネタテハマキ8姻〃舳舳gl〃BUTLER
（？）（以上メイガ科），フタオビコヤ’ガ肋〆〃8〃刎θ、6閉、

・MOORE・ア7ヨトウα・淋肌ゴク鮒1・HAW…軋イ

不ヨ1ウ8伽榊〃犯伽㈱WALKER（9）（以上ヤカ
科），イチモノソセセリP〃伽108〃肋BREM1ERθプ

GREY，チヤバネセセリP6Zoがdα8刎o肋加8o加夕肋μ〃

EYANs，才オチヤバネセセリPo1ツ切物ゐ卯〃肌タ伽1

MURRAY（？）（以上セセリチョウ科）であるが，ニカメ

イガ，7タ才ビコヤガ，イチモンジセセリを除く他の種

類の卵は・時たま見つかづたに遇ぎない。実験室内での

卵の保存の方法は，どの種類でもほゾ同じで，二ヵメィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26）ガの卵塊について先に述べた方法によつた。

　幼虫ふ化後，ハチ羽化後の卵の検査であるが，ニカメ
　　　　　　　　　　　　　26）
イガについては，やはり大竹によつたが，たゾ違う点

は・／0％苛性ヵリに3時間以上つけて，卵塊をほく・し一

やすい状態にしてから，顕微鏡の下で卵粒を調ベテこの

で1卵粒の検査がずつと精密になつていることと，

η舳0gダ鰍物の寄生した卵粒と，ズイムシクロタマ

ゴバチのそれとが区別されたことである。卵寄生バチが

蜻になる時期には・それまで外からは何の異常も認めら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）れなかつた寄主が，黒く色が変るのであるが（深谷，pp．

48－49），τグ脇ogγ㈱肋の場合は全体墨色に変り，’ズ

、イムシクロタマゴバチの場合は茶褐色のまだらになるの

で，直ちに見分けがつくのである。ニカメイガ以外の鱗

　　　　27）
※　前の報告で持田とあるのは川津の誤り。

法※幼虫が得られなかつたので，種名は確実でない。
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翅目の卵は，卵殻が厚く，申が透けてみえないρで，穴

のあるなしでハヂの羽化を確かめたのみで，申に羽化せ

ずに死ごもつているハチが何匹いるかは調ぺなかつた。

　　皿　ズイムシアカタマゴバチと又イムシ

　　　　　率イロタマゴバチ

　ズイムシアカタマゴバヂτ加肋9〆α榊伽プψ0ラ伽”棚

AS亘MEAD（タマコヤドリパチ科，以下‘アカ’と呼ぶ）

は，ズイムシクロタマゴバチと共に，松江附近ではニカ

メイガの卵寄生バチとして最も普通な種類である。これ

は寄主の範囲の非常に広レ）ハチで，野外では水田の鱗翅

目の卵にはどれにでも寄生するし．後ほど述べるように一，

鱗翅目以外の昆虫の卵にも寄生する。また，実験室内で

は，実験者が手当り次第与えたどの鱗翅目の卵にも寄生
　　ソo）、

した。スイムシキイロタマコバチτ6励Z0舳s亙SHnは，

アカによく似るが，体の色と雄のgen1tahaの形とで区

別され，やはり水固でアカと同じような寄主に寄生して
　　12）
いる。

　アカの主要な寄主であるニカメイガおよぴフタオビコ

ヤガに対する寄生の状態を示すと，第／～3表の通りであ

る。ニカメイガ第2化期についでは後ほど別に述べる。

採集された寄主は，イネρ葉にうみつけられて間もない

ものから・すでに幼虫のふ化・あちいはハチの羽化の終

つたもの（ふ化，叉はハチの羽化から日が経つと，卵は

雨風で分解してしまう．。だから，採集されたのは，ふ化

あるいは羽化してからあまり時間の経つていないもので

ある）まであり，色によつておよその古さは判るのであ

　　　　　　　　　　　　　　29）
るが（ニカメイガについては大竹をみよ），表では古さ

の区別はつけなかつた。また，ニカメ丁ガの卵塊は数十～

数百の卵粒からなるが，普通それらの一部が寄生される
　　　　蝸）
に遇ぎない。従つて，卵塊寄生（／卵粒でも寄生されて

いれば，寄生を受けた卵塊とする）と，卵塊をほく“して

全部の卵粒をひとまとめにした総卵粒寄生との爾方で表

わした。フタオビコヤガの卵は／～数ケ，多いときは十

数ケが／列か2列になつてうみつけられるが，ここではそ

れらの卵粒群をばらぱらにほく“して，総卵粒寄生として

表わした。なお，／955年には不注意から，アヵとズイム

シキイロタマゴバチとを区別しなかつた。後者は，／化

期の二ヵメイガの卵にはほとんど寄生していなかつたよ

うであるが，秋のフタ才ビコヤガにはかなり一の率で寄生

していた。

　　　　　　　　　　　　　29）
　わたくしが先に述べたように，ニカメィガ卵塊の密度

にしても，ハチの寄生率にしても，苗代によつて時たま

かなり違つてくる。また本田の場合は，調査した田の数

が少いので，はつきりしたことはいえないが・固じとの

第5号　　（／957）

密度の違いは，苗代の場合より更にいちじるしいようで

ある。フタオビコヤガについても同じζとがいえる。し

かしここでは，およその傾向をつカニむたφに，／回に調

べた芭代または本田は，すべてひとまとめにして，調査

面積／平方m当り，あるいは調査秩／00秩当りの密度とし

て表わした。ただし，156年乃木で調べた2枚の本田は，

ニカメィガの密度の邊いが特にいちじるしいので，こ一れ

のみは田じとにわけて表わした。

　きて，第／～3表の結果から，主としてアカについて；

次のような事柄がうかがえる。

（／）　フタ才ビコヤガの第／回目の発生は5月申じろであ

り，ニカメイガの卵も5月20日じろには姿を現わしてい

るが，アカの寄生は5月末まで記録されていない。こζ

から，5月申じろには，アヵはまだ苗代に姿を現わして

いないか，苗代にいるとしても活動していないかのどち

らかと考元られる。

　一般に〃伽gダ榊榊属の親バチは㌧寄主のじく側

まで近よらねぱ，そこに寄主のあるのド気ずかないとい
　　　　　　　　　　1）2コ）
うことが知られているが，そうとすれば，たとえアカが

水田にいても，5月申ごろの気温がハチの活動にとつて

低すぎて，寄主を探り廻る弔動がほとんど行われず，従

つて寄生率が極めて低く，そのために寄生された卵が発

見されなかつたのかもしれない。
　　　　　　　21）
　また，KUWANAによれぱ，ア’カは寄主の体の申には

入つたまま，老熟しテこ幼虫の状態で冬を越し，春早く成

虫が羽化して，ニカメイガの発生前に，他の種類のガの’

卵で／，’2世代を送るというが，寄生されたフタオビコ

ヤガの卵が採集されていないことからすれぱ，少くとも

水田ではそういう事実はないと思われる。越冬場所で1，

2世代を送るということも考えられなくもない。しかし

T7ξC加g〃舳棚属は，種によつてすみ場所が限られてお

り，アヵは水田のような環境条件のところでなけれぱ，
　　　　　　　　　2）11）
すまないときれている。

（2）二ヵメィガ第／化顛の終りごろ（本田に移つた後）

には、アカの寄生率が一般にぐ、つと高くなる。．特に卵粒。

寄生率は，アカとしては異常に高いものといわねぱなら
　26）　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐8）
ないり55年の結果はすでに報じたが，’56年もやはり同

じような傾向があるし（多寄生現象もやはりいちじるし

い）。石井らによつて．神奈川県で／932～40年にわたつ
　　　　8）9）工0）．13）一7）6）7）3）

て行われた調査　　でも，年によつていくらかの変動は

あつても，全般的にそのような傾向が認められた。

　Tグ肋08ダ㈱榊6の特邑は，世代の短いこととされるが
　　　　18）
（JEPs0N　p66），頻繋に世代がくり返ざれて1二ヵメ

イガ第！化鯛の終りじろには，世代の重なり合いから，

親バチが一時に沢山羽化し（気温なども活動に適してい
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第2表　本田でのニカメイカ第／化期の卵の密度の変動と，卵寄生バチの寄生状況、松江市乃木，法吉，生馬

　　　　1955－1956年。

　　　調査Cとにまとめて，本田100株当りの蜜度として示す。ただし，1956隼乃木では，調査した2枚の田のニカメイガの密度がいちじる

　　　　しく違つたので，田ごとにわけた。σ，ろは田の記号である。その他の記号は第1表と同じ。

月目 V－25V－31W．一ア 一W－4 W－2／ W－29
乃A

W－4W－8珊一11
0，550，434．93 1．90 0．65 b．56 0・．0 0

甘
坦 0 0 0．42 0．15 0．33 0．／9

木（1 O 0．11 0．ア5 0 0 0．／9

LO D 0 0 0．08 0．15 0 0．19
卵 LO

ひ
月日 V－16 W－23

法ム
、皿一／2

r
0．／8 0．39 0

B 0 0．32
吉c 0．05 0

D ∩ ∩1∩4

塊

卵

粒

甘

℃
LO
O＼

甘

LO
LO
O＼

甘

刈
LO

ひ

D
　月日
乃A
木B
．C
　D
　月日

乃A
木皿
b　U－

　D
　月日
生A
　B
馬C
　D
　月日

乃A1
　肘木’C・

　月日

法A・
士1B1
目　C11

乃月日

木会1
a　C1
乃月日

木金1
b　U・

　月日

生Al
　B〆馬（；・

0．04

V－6　W－11　W－16
0，42　　　3，75　　　　2．51

0　　　　0，28　　　0．／4

0　　　　0．42　，　O．／4

0　　　0　　　0．／4

V－26　　㎜一1　　、π一10
／．8／　　　　　　　0，97　　　　　　0，97

0，83　　　　　　　0，97　　　　　　　0．97

　0　　　　　　0　　　　　0
0．14　　　　0　　　　　0

V－／1　W－／6
0，14　　　0．9ア

　0　　　0．14
　0　　　　0
　0　　　　0

㍗I－26　　　　　　、旺一1　　　　　　V旺一／0

0．7σ　　・0，14　　0，14
0，42　　　　　　　　0．14　　　　　　　　　0

　0　　　　　0　　　　　　0
0　　　　　0　　　　　0．／4

「肚一／0　V1－1ア

0，／5　　　　0．62　’

0　　　0，06
0，／3　　　　0．08

0　　　0．0／

VI一一19　　　　　　　　　　　　　　、皿一3

2，35　　　　　　　　　　　　　　　0．5ろ

0，15　　　　　　　　　　　　　　0．39’

0．15　　　　　　　　　　　0
0，／0　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．05

W－13
　0

V－25　V－31　W一ア　　　　V1－14

49，2　　40．3　　472．4　　　　　126．0

　0　　　0　　　　7．5　　　　　2，8
　0　　　　9，5　　35．ア　　　　　　／．0

V1－21　　　　　　W－29　　　　　　　　　　W－4　　、皿一8　　、皿一11

35，7　　　　　　22．4

9．／　　　　0．7
　0　　　　10．1

0　　　0　　0

W－／6

21，2

0
0．6

V－23
32，8
／9．8

　1．／

W－12
　0

、I－6　マI－11　Vl［一／6

34．6　　　363．4　　244．4

G．8　　　1．9　　　ア．6

／5，0　　　23．2　　　5．4

、I－26　　　　　　、亙一／　　　　　　　W－／0

80．0　　　　　　　1／／．4　　　　　　　81．7

6，5　　　　　　　46．／　　　　　　　ろ5．0

2．8　　　　　0　　　　　0
、I－11　，I－16

8．1　　　／04，6

　0　　　6．4
　0　　　’0

マi－26　　　　　　　㌻酊一／　　　　　　　W－10　．

56，9　　　　　　2／，3　　　　　　／8，5

／0．／　　　　　　5．3　　　　　　　3．／

　0　　　　　0　　　　　　3．3
V－／0

11，7
　0

　6．5

、1－／ア　M二一／9

55．6　206，5
／4．3　　2．3

　5，4　／2．ア

柵一3　　　　　　　㎜一／3

43，6　　　　　　　　　0
9．3

0．2

るのかもしれない），すでに発生の終り近くで数が少く

なつている寄主に集申してくるのではないかと想像きれ

る。τ■肋0g〆α刎舳属は，場所によつて寄生率がひどく
　　　　　　　　　　　35）違う場合がよくあるから，更に多くあ水田について調査

しなければ，立ち入つた議論はできないが，二ヵメィガ

の被害が本格的になるのは，本田移植後であるから，た

とえニカメイガ卵塊の密度は砥くなつていても，この時

顛のナカの活動はかなり重要な竜のといわねばならな

い。

　　　14）16）
（3）’弥膏もいう通り，ニカメイガの卵のない時期に，フ

タオビコヤガが寄主として果す役割は。かなり大切なも

のと思われる、表から判るとおり，フタ才ビコヤガの発

生は年に4，5回に及ぶので，三カメイガ発生の合間に

その発生の盛んな時期のくる場合が多いし，水田で卵の

密度の高い鱗翅目といえぱ，ニカメイガとフタオビコヤ

ガのみで，他の種類は，時た’ま例外はあつても，それら

の密度は一般に低いものでしかない。’55年秋には，フタ

ビコヤガの発生がいちじるしかつたが，τグ脇0g閉榊物o

の寄生率も非常に高い。ニカメイガ第2化期発生の終つ

た後の寄主として，フタオビニヤガの卵がよく利用され

たことが知られる。ただし，’55年にはアカとズイムシ

キイロタマゴバチとの区別がされていないが，秋のフタ
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才ビコヤガの卵に寄生した〃・1109／肋榊0のうちで，後

者がかなりな率を申めているようであるノ56年…には，フ

タ才ビコヤガの秋の発生が少かつたので，この点確かめ

られなかつた。

　フタ才ビコヤガの卵は見つけにくく，実際そこにある

卵の何割を採集したかがはつきりしない。つまり，卵の

絶対数がつかめないので（ニカメイガ第／化期の卵塊は
　　　　　　凹）
見つけやすい），ニカメイガ卵塊のない時期に果すフタ

オビコヤガの役割は正確には判らない。ただ，フタ才ビ

コヤガは多くて十数ヶ，普通／～4ケの卵粒をひとまとめ

にうみつけるが，一方ニカ〆イガの方は，数十～数百の

卵粒からなる卵塊としてうみつける点で，寄主として両

者はや㌧趣を異にするのに注意しなければならない。親

バチは一度二ヵメィガ卵塊に行き当れぱ，そこにかなり

十分な寄主を見つけ出せるわけだが，フタオビコヤガの

耶粒群では・そうはいかないのである・事実・フタオビ

コヤガの卵粒群は，全部の卵粒が寄生されているか，逆

に全然寄生されていないかの場合が多く，一部の卵粒が

寄生され，残りは寄生されていないなという場合は少い

のである。

　以上が第／～3表の考察だカミ，ニカメイガ第2化期は非

常に見づけにくく，採集数がわずかなので、密度として

表わさず，生のままの数字を第4表に掲げた。これでみ

ると，第2化期のアカの活動は，絡りの時期を除く第1

化期と同様に，決して盛なものとはいえぬようである。

　イチモンジセセリの卵の密度は，普通極めて低いが，

時とするといちじるしく高い値をとることがある。例え

ば，’56年6月／9日の生馬の場合など，2，000株を調査し

第4表　ニカメイガ第2化期の採集卵塊数’と，Tグ肋0・

　　　　9ダ脇棚※およびクロの寄生状況。松江市乃

　　　　木，川津，生馬，／955～’56年、

調査 調査一 採集卵塊数 採集総卵粒数
　　　　　　　　フ〃6肋一総η鴛ひクロのg夕脇榊α数鳩墨み離誰と

総〃ξ6伽クロ
隼月日 場所

9グo物脇α

数寄生　　寄生
／955吐

8月／6日 乃木 ／　　　　　　　　／ ／24　　3，57
18 法吉 ／　　　　　／ 78　　　　76

9／3 乃木 ／　　／ ？　　8

／956隼

8月7日 乃木 ／　　／ 7　　4

9 川津 ／ ！6／

／0 生馬 5　．／　　　　　／ 806　54　’／0
／5 川津 ／ ／40
2
／ 生馬 4　　／ 4／5　22
30 川津 ／ ／6／

て，／，282卵粒採集した。しかし，イチモンジセセリの・

卵には，T91肋0榊8sP一（クロタマゴバチ科）がかなり

寄生し，アカはあまり寄生しない。その原因が，イチモ

ンジセセリの卵は1ニカメイガやフタ才ビコヤガの耶ぼ

どアカに好まれないことにあるのか．イチモンジセセリ

の卵が豊富な時期に，アカがあまり活動していなかつた

ことにあるのかは判らない。ただし，このチョウの卵は争

ニカメイガの卵などよりかなり大きいので，／ケの卵か

ら普通約6匹，多いときで12匹ものアヵが羽化してきた。

ニカメイガでは，3匹寄生すると，3匹とも羽化すること
　　　　　　　　　　15）
はほとんどないという。

　その他，わたくしが水田下採集した鱗翅目の卵のどの

種類からも，アカが羽化してきている。しかし，これら

の卵の密度はじく低いものなので，アカが個体群を緯持・

しでゆくための寄主としては，そう大きな役割は果して

いないと考えられる。

　なお，856年6月の終りから7月の初めにかけて，乃木

の本田で警集した双翅目のものと思われる卵塊カ㍉高い

割合七アカに寄生されていた。その卵塊はう長さ約／

m1m，幅約0．／～0．2mmのバナナ型の卵粒が，横に帯

のように十数ケ並んだもので，イネの葉の上にうみつけ

られていた。アカが鱗翅目以外の卵に寄生した例は報告

されていないようであり，一般にTダ肋0gγ㈱伽属は

鱗翅目の卵寄生バチとされているので，こ一れはかなり珍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　削）
らしいことといわれねばならない。もつとも，SALT

は，τωα脇c㈱に実験的にキンバエの卵などを与え

て，寄生を成功させているし，またかれによれぱ，τ

8㈱脇挑は豚翅目センブリ科ρ／種∫1o伽〃〃多oの卵

に普運に寄生するとのことである。しかし，わたくしが

採集した寄主の種名は確かめられていないし，それがい

　　　　　つ頃どの程度の蜜度で水田に発生するかも調

　　　　　べていないので，ここでは単に報告するに止

寄生

める◎

　　　皿　ス：イムシクロタマゴバチ

　ズイムシクロタマゴバチP肋舳榊8

と3郷グκ脇姻ZEHNTER（クロタマコハチ科，

以下‘クロ’と呼ぶ）は，裏日本に優勢なハチ

であるが，第1～2表から次のことがうかがわ

れる。

（／）クロもアカ向様，5月末まで採集され

　　　　　　　　24）
ていない。岡田，牧の室内での観察から，ク

ロは成虫の状態で，落葉の下などで冬を越す

のではないかと思われる。気温が高くなれば

二三ミ1956年はすべてアカであることを確認。 石井悌教授の同定による。
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そういう越冬場所から苗代へ飛んでくるのであろう。た

だし，クロはアカと違つて，水田の環境条件以外のとこ

ろでも繁殖できる（台湾では，冬にクロがサトウキビの
　　　　　　　　　　　　　　　　脳）
メィガ科害虫の卵に寄生するという）ので，水田以外の

場所でその年の第／世代が過されるかもしれないが。ク

ロの／世代に要する日数はかなり長いから，その可能性

は少いと思われる。

　（2）1955．’56串を通じて，クロは苗代でかなり高い

寄生率を示すが，6月申ごろでほとんど姿を消してしま
　　　　　　　　　　　　30）
う。pARSONS＆ULLYETTは南アフリカで，ヤカ科の

害虫肋肋肋8αダ励g舳の2種類の卵寄生パチ，
τ〃6居o2γσ脇肋σ〃チω彬乞と1）みoκ祓〃郷（τθ2召κo肋附）

秘2伽肋とにつし）て，両種の活動が時期的にずれるのは，

気温の影響のほかに，前者が後者を圧遣するためではな
　　　　　　　　　コ9）
いかと述べ，J0NEsはその点をはつきり確かめている。

先にわたくしは，アヵとクロとの関係を論じ，後者は前

者の圧追を受けながらも共存しているカ｛，6月申じろ以

後クロが減るのは，アカが優勢になつて。両程の競争関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）
係がはつきりしてくるためかもしれな1一・と述べたが，

ク56年乃木の苗代の結果からすると，アカがほとんどい

なくても，やはりクロは6月中じろで姿を消しているの

で，先の種間競争の仮定は一応捨ててもいいのではない

かと思われる。

　ニカメイガの卵を利用しなくなつた後．クロはどうし

ているかについては，先にわたくしはいくらかの考察を
　　　　三s）
行つたが，一ニカメイガにかわる寄主があるとすれば，水

田内，あぜ，あるいは水田近くの他の農作物の鱗翅目の

卵が考えられるので∵56年にはその点注意を払つた。

水田内では，ニカメイガ以外の卵からはクロは得られな

かつたが，第3表にあるように，フタ才ビコヤガの卵か

ら，クロに非常によく以て，雄も僻が真黒な”㈱舳8

sp．が時たまとられた。しか石井（私信）によれぱ，こ

れは別種であろうとのことである。あぜからは鱗翅目の

卵は全然とれなかつた。また．ノ56年8月／4日・，ひとつの

可育旨性として，水田近くのトウモ占コシ畑を調べ，アワ

ノメイガの卵塊を沢山採集したが，それからキイロタマ

ゴバチτダ脇0gダ脇榊伽エ伽02伽ξが羽化したのみで，

クロは得られなかつた。以上のようなわけで，／56年に

出した疑間はそのまま残きれている。

　　　　　　Y　む　　す　、ぴ

　以上述べてきたほかに，かなり寄生率の高いものとし

ては，先に少し触れた，イチモンジセセリの卵に寄生す
　　　　　　　　　　　18）
るτ6肋脇幽08s皿（JEPs0NはP肋肋榊姻をもτ92肋0棚棚

に含めている）があるが。寄主自庫の生態にかなり特殊

・な点があるので，これについては別に論じたい。

　最後に，今まで述べたことを簡単にまとめる。

（／）アカ，クロ共に5月末まで水田には姿を現わきな

いように思われる。

（2）二ヵメィガ第／化期の終りに，アヵは高い寄生率

を示すことが多い。

（ろ）ニカメイガの卵のない期間，アカにとつてフタオ

ピコヤガの卵は重要な寄主と思われる。それ以外の鱗翅

目の卵は，寄主として大して重要な役割を演じていない。

（4）イネの葉の上にうみつけられた，双翅目のものと

思われる卵塊から，アカが羽化してきた。

（5）クロは6月申Cろ以後は，水田からほとんど姿を

消してしまう。ニカメイガ第2化期まそ，どのようにし

て遇すか判らない。
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10（3－4）：／49－／5／，／938．　　21）KUwANA，I，：

Proc4th　Pac・f工c　Sc1　Cong，Java　／929　379－384．

／929〔ReY　apP1Ent，A，18　／39〕22）LAING，J

J．exp．Bio1．，15，：28／－302．／938．　23）南川仁博：

応毘，9（4）：’／45－150．／953．　24）岡田十蔵，牧高

　　原著を見ず。
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治：農事改良資料．No．79：1－4全，／934．　25）岡田　　Ofthese，0・∫〃妙7棚o〃5andW・αθ㈱㈱ashost・

十蔵，牧高治，黒田春三：肋テ．N・．79：4卜／20．1934．　　andτ一勿妙沈㈱and　P．Z榊伽三㈱as　parasite

26）大竹昭郎：応毘，1l（／）：8－／3．／955．、2ア）　　　　seems　to　be　most　important　in　an　eco．system　of

島根農大研究報告，No．4：6卜68．／956a．28）　　　　these　re1at1onsh1ps

応毘12（3）：153－55．／956b．　29）　　　　　　　　3・In　spite　of　the　existence　of　host　eggs・

日生態会誌，6（3）：／0アー／／2．／956c．30）PARs0Ns，　　ne1ther　rノψo鮒肋2nor　Pわ脇θグκ脇3were　founa

F．S．＆G，C．ULL孤TT：Bu11．ent．Res．，27（2）：2／9一・　　1n　the　rユce　f1e1d　before　the　end　of　May

235．／936．31）SA皿，G：ξ肋．多29（3）：223－246，　　　　4．At　the　end－of　the　emergence　Per1od　of　C－

／938．32）渋谷正健，山下俊平：静岡農試特報，No．1，　　5ψ〃棚α脆of1ts　f1rst　brood，h1gh　peエcentage　of

4／pp．1936，　一35）渋谷正健，弥富喜三：静岡農試50　　the　egg　masses　was　paras1t1sed，1n　genera1，by　T．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

周年記念論叉集：／2－33．／950．　34〉SHIRAKI，T－　　／砂o舳㈱・a㏄ompany1ng　w1th　h1gh　pe「centage　of

　　“P・dd・b・τ・・，S・〃・肋・卿・1肋加肋・，W・K．”　P・「・・1t1・m・f・g・・1・…ggm・・・…wh・・hth・

Ta1hoku　Agr1c　Exp　Sta　Formosa256PP，／917　　　most　parts　of　the　eggs　were　superparas1t1sed

〔Rey　apP1Ent　A，5　5ア4－5ア5〕　　35）S皿ITH，H　　　　5・、In　the　rice　fie1d・P・　Z脇ψ6三θ郷　were

S＆S　E　FLANDERs　J　econ　Ent，24（3）666－　　　common　fro血the　end　of＝May　to　the　md－d1e　of

672．／95／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　June・and　then　became　rare　regard・1ess　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　existenee　of　egg　of　C．　3泌クカ7θs5α〃3　0f　the　first

　　　　　　　　　　　　　　　　S哩1駆亘㎜包ry　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　brood，but1t　reappeared1n　the　egg　lmasses　of　0．

　　1　　In　th1s　paper　the　author　stud1ed　on　the　　　　3zψクグ鮎5ακ80f　its　second　brood1，

host・Paras1te　1nteract工on　between　Lep1dopterous　　　　6・　It　is　thought　that　the　rice　green　qaterpiuar戸

egg　Papras1tes　and・theユr　hosts　m　the　r1ce　f1e1d　　　　W〃”昭ααθ郷36脇5，was　actuauy　on1y　host　which

　　2　Surveys　were　done　1n　the　r1ce　f1e1ds　at　　　was加amta1nn1g　the　popu1at1on　of　T　ノψo刎6〃解

four　different　p1aces三n　lM1atue　City，in　1955　and－　　　during　the　Periods　of　the　absence　of　egg　of　0．

1956．A1istofLepidopterousspecieswhoseegξs　　　　　　　　　　　∫妙〃288ακ5．

weヱe　co11ected－and．spec1es　of　egg　Paras1tρs　　　　　　　　　　　　　　　　　7．　The－emergences　of

emerged－fro㎜　them，　and　the　host－paras1te　　　　　　　　　　　　　　　　T．ノψo妨o〃物　were

re1at1onsh1ps　between　them　were　as　fo11ows　　　　　　　　　　　　　　　　　　recorded　from　the　egg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　masses　of　an　unknown

　　　　　　　　　　　E・・・・…i・・　　　　Hosts・ec1es　　　　　、。ecie，c．11ec．edi。。h．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C肋・∫物グ棚α脆WA・…　　　　ncef1・1d・・th・…ヱ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8㈱榊砺αθ惚棚BUTLER（？）　　　　　　sumrner　of1956　The　eg9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肋舳9α伽鮒㈱MlOOR・　　　w・・th・・ghtt・b・1・・gt・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C妙燃脇ψ鮒κ肋HAWORTH　　　　　　Order　Dipなa・

Tグκ肋g〃肋脇αノ妙o銘c2棚刎ASHMEAD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8舳脇o彬㈱郷WALKER（？）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pα〃吻〃g〃肋玄αBREMERθまGREY

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p62oが6ω郷α肋加∫o加グ肋鮒・クEyANS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Poり〃θ多切5クθ2肋6〃αMURRAY（？）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫C鋤卯燗soκ8WALKER

τ舳解ゐISHn　　　　い．。、少、、、。、チ、、・M。。。。

P伽郷㈱と㈱卿16勉5ZEHNTER　　　C8秘助榔8αl13WALKER

P免”伽7〃8　sp，　　　　　　　　　　　　　　　　　！V．αθ犯θ36θ例8MOORE

Z8Zθ犯0〃z〃8　sp．

　P．

｛　P．

　戸．

9〃〃αねBREMER6玄GREY

励〃〃α50加タ肋〃〃EyANS

クθ〃μ6〃o　MURRAY　（？）


